
　
　
　
舞
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
木
　
　
　
芽
　
　
　
峠

　
只
今
夜
々
の
ま
ぎ
れ
に
篠
筆
墨
F
北
國
の
カ
へ
御
ド
リ
候
ひ
て
、
御
目
、

　
荘
血
の
申
山
を
差
霧
が
れ
候
は
い
、
越
前
に
修
理
大
夫
高
徳
、
畑
賀
に

　
冨
樫
介
、
能
登
」
に
吉
見
、
信
濃
に
訪
諏
下
営
覗
部
、
皆
無
二
の
御
方
に

　
て
候
へ
ば
、
此
國
々
へ
如
何
な
る
緻
が
足
を
も
踏
み
入
れ
候
べ
き

差
し
刀
根
越
を
以
て
．
木
芽
峠
ご
思
へ
る
な
り
○
義
貞
等
金

崎
城
に
慷
り
て
よ
り
、
杣
山
こ
の
往
來
は
常
に
木
芽
峠
を

越
ね
ざ
る
べ
か
ら
す
。
瓜
生
保
護
の
金
崎
の
後
攻
す
る
に

も
亦
三
越
ね
下
る
所
な
る
に
、
太
年
記
の
少
も
記
す
所
な

か
り
し
は
こ
の
故
な
り
。
猶
太
炉
記
、
木
芽
峠
凍
死
の
條

に
、
河
野
土
居
得
能
は
二
百
よ
き
に
て
後
陣
に
う
ち
け
る

か
、
天
ノ
曲
に
て
前
陣
の
勢
に
お
い
敗
れ
、
ゆ
く
へ
き
凪
追

を
失
ひ
て
、
囎
津
の
北
に
お
り
居
だ
り
け
る
を
、
佐
々
木

の
一
族
ご
熊
谷
ご
、
b
こ
め
て
う
だ
ん
ご
し
け
る
聞
、
あ

ひ
か
、
り
に
か
、
つ
て
、
皆
さ
し
ち
か
へ
ん
こ
し
け
れ
共

（
下
略
）
ご
あ
る
も
、
地
理
誤
れ
り
Q
天
曲
は
今
は
劔
熊
ご

稻
す
、
海
葎
よ
り
敦
賀
に
入
る
道
な
り
、
櫨
津
の
北
に
心

す
O
忌
詞
沖
、
擁
津
よ
ウ
木
芽
峠
に
さ
■
し
懸
る
な
ら
ば
、

天
曲
は
愚
行
す
べ
か
ら
す
○
此
麺
に
出
で
な
ば
豊
平
山
に

　
　
　
　
　
　
　
第
　
二
　
鞭
徽
　
　
　
一
二
点
ハ
　
（
一
二
一
二
）

か
、
る
べ
き
な
り
○
然
ら
ば
太
孚
記
に
云
ふ
足
利
高
経
荒

乳
中
山
を
撫
す
る
事
は
如
何
ご
云
ふ
に
其
事
な
か
り
し
者

な
る
べ
し
、
梅
松
論
に
は
荒
目
の
中
山
の
事
を
記
す
ご
錐

も
、
其
事
見
ね
す
。
伊
豫
河
野
卜
居
系
圖
に
土
居
麺
増
、

　
　
こ
ガ
ロ

同
四
年
、
到
再
製
前
之
時
、
雪
中
道
路
被
圃
大
敵
、
不
堪

至
寒
自
殺
、
從
士
三
百
勤
人
、
悉
堕
命
詑
ご
あ
る
は
、
或

は
太
尊
記
に
擦
れ
る
藩
な
る
べ
し
。
忽
然
ら
す
、
別
の
傳

あ
り
た
り
こ
す
る
も
、
大
敵
ご
は
太
牛
記
の
如
く
、
熊
谷

等
を
指
す
な
る
べ
く
、
當
時
櫨
津
の
土
豪
熊
谷
の
足
利
方

こ
し
て
多
少
抵
抗
を
試
み
π
る
こ
ご
は
あ
る
な
る
べ
し
。

　
　
　
　
宮
崎
縣
西
都
原
古
墳

　
　
　
　
調
査
報
告

　
　
　
　
　
　
丈
學
士
濱
田
耕
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
原
末
治

　
余
等
は
咋
年
末
よ
6
本
年
　
力
初
旬
に
亘
り
、
宮
崎
縣

ひ



脚

下
に
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
数
年
來
東
西

両
京
大
學
の
手
に
て
三
士
事
業
こ
な
り

て
研
究
し
つ
、
あ
る
同
地
兜
湯
郡
西
都

原
古
墳
群
の
登
掘
調
査
に
早
事
し
π
b

今
回
の
調
査
は
一
月
五
日
よ
b
看
憎
し

て
三
日
聞
に
亘
り
、
其
聞
本
學
の
原
敷

草
も
之
に
加
ば
り
、
東
京
文
科
大
學
の

原
田
講
師
ご
共
同
し
て
、
船
塚
、
番
外

A
號
及
び
H
號
塚
の
三
個
の
古
墳
を
登

有
し
、
船
塚
に
於
い
て
は
興
味
あ
る
結

果
を
得
把
り
。
左
に
是
等
の
概
要
を
記

し
て
學
界
に
報
告
せ
ん
こ
す
。

　
　
　
舩
　
　
　
塚

一
、
位
遣
及
外
形

船
塚
は
西
都
原
の
北
部
、
豪
事
端
に
近

く
存
在
せ
る
大
古
墳
な
り
。
封
土
は
二

段
に
築
け
る
完
美
な
る
前
方
後
圖
を
な

第
一
瞬
一
理
爆
、
A
販
挙
慨
及
鯛
面
翻

第
二
懸
　
　
雑
　
纂
　
　
営
晦
縣
西
都
原
古
墳
調
査
報
告

　
し
、
西
北
向
す
。
大
さ
塚
の
主
軸
の

　
き
く
ゆ
ヒ
り
う
　
の
　
そ
ぼ
ヰ
ロ
　
く
ギ
ま
ら
ゑ
お
　
ぎ

　
長
三
十
二
間
、
前
方
部
は
草
聖
の
幅

　
二
十
一
問
牢
、
高
十
九
尺
、
後
圓
部

　
の
斉
．
穫
約
十
七
間
、
高
略
ぼ
前
方
部

ル
ロ秀

に
等
し
く
、
中
央
ク
ビ
レ
部
は
輻
約

＋
薦
、
高
＋
六
尺
あ
り
（
謬
圃
葡

塚
團
に
は
漣
な
く
、
後
厨
部
の
東
方
廿

　
離
間
に
重
い
塚
ご
認
め
ら
る
、
一
三
古

　
墳
を
俘
へ
り
。

　
　
塚
の
周
域
は
前
方
の
み
蜘
に
接
し

・
他
の
三
面
は
松
林
な
り
。
封
土
の
全

　
面
は
冬
草
を
以
て
被
は
れ
、
古
松
の

　
切
株
四
五
を
存
せ
る
の
み
に
て
樹
木

A
な
け
れ
ば
、
明
に
其
の
全
形
を
見
る

號
か
得
べ
し
。

塚
二
、
調
査
の
縄
過

　
（
イ
）
後
圓
部
の
螢
掘
　
吾
人
は
一
月

第
二
號
　
　
一
二
七
　
（
三
一
三
）

■



第
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
営
崎
縣
西
都
厭
古
．
寂
調
杳
．
報
告

五
日
十
三
人
の
人
夫
を
役
し
後

圓
部
の
頂
上
に
主
軸
に
李
行

せ
る
縦
十
尺
、
横
混
入
尺
の
一

越
を
劃
し
て
表
土
を
除
去
し
懸

軍
に
諸
手
せ
る
が
、
此
の
部
分

に
於
い
て
は
芸
石
を
諏
め
す
。

…
封
土
は
輕
．
鷺
な
る
黒
…
色
土
な
る

を
以
て
登
堀
容
易
に
し
て
、
深

三
尺
に
し
て
稽
黄
色
の
土
を
混

じ
、
約
四
尺
に
及
び
登
掘
塘
…
の

南
西
壁
に
接
せ
る
西
部
に
直
刀

の
一
部
分
を
登
草
し
た
り
○
即

ち
此
の
部
分
を
南
方
に
約
一
．
一
尺

堀
り
嬢
げ
托
る
に
漢
式
鏡
一
面

管
玉
十
九
個
、
直
刀
三
口
、
刀

子
二
口
の
存
せ
る
を
磯
見
す
。

（
誕
圖
＼
依
っ
て
更
に
此
の
前
後

第
二
號
　
　
一
二
八
　
（
三
一
四
）

圖二心態状浸埋物
　　　（影・

を
調
査
せ
る
に
、
前
方
即

ち
西
北
部
約
二
尺
除
に
亘

b
前
者
ご
同
一
尋
面
上
に

塵
土
一
個
、
鐵
鎌
多
数
を

登
掘
せ
り
。
是
等
の
部
分

砦
的
は
遣
物
の
存
在
せ
し
以
下

あ
　
　
コ塚

賀
約
一
尺
除
を
穿
ち
て
精
査

後
徳
せ
る
も
何
等
町
彫
の
存
せ

形
容
し
形
跡
を
認
め
す
、
土
質

オ
ロ

の
氏
は
多
く
黄
士
に
し
て
堅
く

遺
最
な
れ
る
の
み
な
b
き
。

　
岳

　
今
以
上
列
記
の
遺
物
配

列
の
状
態
を
見
る
に
、
全

，
騰
に
塚
の
主
軸
に
從
ひ
て

前
後
に
長
く
琳
在
せ
り
。

即
ち
後
圓
封
土
の
中
心
よ

b
は
約
⊥
ハ
胃
尺
｛
痩
山
力
に
偏
一
し



て
、
穫
三
寸
八
分
の
漢
式
鏡
二
面
背
を
上
に
し
て
存
令
し

鏡
緑
に
少
し
く
重
な
り
て
北
側
に
刃
を
北
に
、
鋒
先
を
事

々
北
に
向
け
た
る
長
二
尺
七
寸
徐
の
直
刀
A
あ
り
。
之
ご

約
三
寸
の
間
隔
を
距
て
、
北
方
に
略
李
諭
し
て
而
も
刃
を

南
西
に
鋒
先
を
東
々
南
に
な
せ
る
、
最
初
螢
見
に
係
る
直

刀
呂
存
す
。
鏡
の
南
方
に
は
約
一
寸
二
分
の
距
離
に
直
刀

A
ご
同
一
方
向
に
置
け
る
長
三
尺
四
寸
七
分
の
直
刀
C
め

り
。
直
刀
A
．
こ
薩
刀
1
3
の
問
に
亘
り
、
鏡
よ
り
西
北
方
量

一
尺
に
、
刃
を
北
に
、
鋒
先
を
西
に
し
て
殆
ん
ご
丁
重
な

れ
る
ニ
ロ
の
刀
子
存
し
に
り
。
而
し
て
鏡
の
周
言
及
び
其

の
東
南
部
の
商
下
問
よ
り
管
玉
十
九
個
を
螢
見
せ
り
。
内

七
個
は
直
刀
ご
同
一
李
面
若
し
く
は
其
の
上
部
「
存
し
、

十
二
個
は
是
等
．
の
下
部
数
寸
の
間
に
散
在
せ
る
も
の
な
り

鐵
鰍
は
直
刀
乃
の
前
端
よ
り
約
八
寸
の
地
瓢
よ
り
初
ま
り

之
よ
り
西
方
約
二
尺
に
亘
り
多
数
に
散
在
せ
る
に
て
、
存

置
の
部
分
厚
き
は
五
寸
に
及
び
、
共
の
西
北
端
に
鋒
先
を

西
に
な
せ
る
長
八
寸
五
分
の
矛
横
は
り
、
之
に
接
し
て
大

第
二
巷
　
　
稚
　
纂
　
　
野
崎
縣
西
都
漂
古
墳
調
誉
報
肯

定
の
亡
羊
数
個
め
り
た
り
。
遺
物
の
存
在
せ
る
地
厩
前
後

約
七
尺
な
り
。
埋
葬
さ
れ
π
る
遺
骸
は
殆
ん
ご
翻
せ
す
、

傑
に
鏡
面
に
霜
着
せ
る
麻
布
片
に
骨
双
の
一
部
分
の
残
れ

る
和
認
め
た
る
の
み
。
而
し
て
朱
は
鏡
面
に
染
み
、
ま
π

管
玉
二
個
に
各
小
量
附
着
し
た
り
。

　
さ
て
是
等
の
遺
物
の
埋
没
が
上
記
の
如
く
著
し
く
南
に

偏
し
π
る
を
以
て
、
其
の
調
査
を
終
り
て
後
中
央
部
の
登

堀
を
緬
織
せ
る
が
、
深
六
尺
に
近
づ
け
る
も
此
の
部
に
何

等
届
物
の
理
付
せ
ら
れ
し
跡
な
き
を
以
て
工
事
を
中
止
せ

り
O（

ロ
）
前
方
部
及
び
葺
石
の
調
査
　
前
方
部
は
人
夫
八
人
を

以
て
主
軸
に
李
若
し
て
縦
十
二
尺
、
、
横
十
尺
の
甑
域
を
螢

掘
せ
る
が
、
此
の
部
ま
た
鍛
工
な
く
、
土
質
黒
色
に
て
深

五
尺
以
上
に
及
ぶ
も
何
等
盛
物
の
存
在
す
る
形
跡
な
か
り

き
○
別
に
人
夫
数
人
を
役
し
て
後
輪
部
の
南
西
腹
及
び
晦

腹
に
頂
部
よ
b
外
側
幕
底
に
近
《
、
幅
二
尺
の
溝
を
穿
ち

て
表
文
を
除
去
し
埴
輪
画
嚢
及
び
葺
石
の
有
無
の
調
査
を
・

第
二
號
　
　
一
二
九
　
（
三
一
五
）



　
　
　
第
二
巻
　
雑
纂
宮
崎
縣
西
都
原
古
項
調
査
報
管
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
一
三
〇
（
三
一
δ

な
し
π
る
が
、
圓
筒
の
存
在
は
之
を
認
め
ざ
り
し
も
、
現
　
凡
て
二
日
、
使
役
せ
る
人
夫
の
延
人
員
二
十
五
人
な
り
。

存
封
土
の
表
面
よ

b
約
七
寸
に
し
て

第
二
段
の
傾
斜
面

に
穫
五
六
寸
の
圓

形
石
の
芸
園
を
施

せ
る
を
知
れ
り
。

此
の
踏
石
は
塚
の

裁
．
底
よ
b
高
三
尺

鯨
の
地
鮎
に
始
ま

り
頂
上
部
に
至
る

比
較
的
粗
に
し
て

譜
朕
を
な
し
封
土

の
表
面
を
環
れ
る

も
の
な
り
。

　
か
く
て
各
部
の

〈q）

　
三
、
遺
物
の
研
究

　
上
記
後
戸
部
に
於

融
け
る
埋
葬
の
遺
物

三
の
品
日
を
列
器
す

圖
れ
ば

鋭式漢見二五船
　
漢
式
鏡
　
一
面

　
麻
布
片
　
少
許

　
管
玉
　
十
九
個

　
直
刀
　
　
三
口

　
丁
子
　
　
二
口

　
矛
　
　
　
一
個

　
鐵
鍛
百
数
十
個

な
り
・
o
次
に
是
等

の
遺
物
に
就
い
て

形
式
、
特
徴
を
記

調
査
を
終
り
π
れ
ば
工
事
を
止
め
だ
り
。
駿
掘
の
日
数
　
し
で
、
共
の
性
質
を
明
に
せ
ん
。



5

（
イ
）
漢
式
競
穫
三
コ
入
分
あ
り
。
銅
鏡
に
し
て
鉦
穫

六
分
五
厘
、
高
三
分
、
予
感
好
な
り
。
鏡
面
は
約
一
分
の
轡
、

曲
を
有
し
、
第
塗
圖
（
b
）
に
示
す
が
如
き
断
面
を
呈
す
。

鏡
背
の
文
機
は
同
圃
（
a
）
の
如
く
、
鉦
を
続
り
て
一
段
高

・
き
素
麺
あ
ケ
、
之
よ
り
四
方
に
帯
朕
の
突
出
撮
め
り
て
略

十
字
形
を
な
し
、
内
翫
は
之
を
以
て
四
分
さ
れ
て
、
興
の

各
の
中
央
に
圓
座
隅
を
罎
き
、
異
檬
の
麿
竪
文
を
配
す
。

構
圖
重
代
の
瓦
當
文
に
似
て
、
未
だ
他
に
類
例
を
見
ざ
る

珍
奇
な
る
形
式
仁
鵬
せ
り
Q
而
し
て
共
の
手
法
を
見
る
に

現
は
れ
π
る
文
様
正
確
鋭
利
な
ら
す
、
模
微
の
跡
の
認
む

べ
き
め
れ
ば
、
恐
ら
邦
人
の
手
に
成
れ
る
も
の
な
ら
ん
か

（
ロ
）
麻
布
片
　
前
述
の
如
く
鏡
面
に
附
着
し
て
存
在
せ
る

も
の
に
し
て
、
埋
葬
に
際
し
鏡
を
覆
へ
る
布
の
一
部
分
の

残
れ
る
ば
朋
な
り
G
か
、
る
例
は
掌
骨
古
墳
よ
り
鏡
の
酸

掘
さ
る
、
に
際
少
か
ら
す
認
め
ら
る
、
事
實
に
し
て
、
共

の
多
く
は
絹
な
る
が
、
此
の
布
の
麻
な
る
は
梢
異
な
り
ご

云
ふ
べ
く
、
其
の
織
方
を
験
す
る
に
、
五
分
撃
方
に
於
い

　
　
　
第
ご
懸
　
雑
纂
　
富
崎
縣
西
都
原
古
墳
調
査
報
告

て
縦
糸
十
八
條
に
愉
し
横
二
十
八
條
を
用
ひ
、
比
較
的
整

．
齊
な
る
を
見
る
、
ま
把
以
て
古
代
に
於
け
る
麻
布
製
作
法

群
籍
ふ
べ
し
・

（
、
ノ
）
管
玉
　
何
れ
も
碧
玉
即
出
雲
石
製
に
し
て
、
内
一
個

小
破
損
あ
ウ
・
最
．
長
九
分
四
厘
、
最
短
七
分
四
厘
な
る
が

大
抵
は
三
塁
入
玉
、
径
三
分
内
外
の
も
の
な
り
。
た
“
中

●
央
の
孔
の
貫
通
の
形
式
に
は
三
種
あ
り
、
箱
斜
に
震
通
し
、

て
一
端
大
に
、
他
端
小
な
る
も
の
其
一
に
し
て
、
例
最
も

多
く
共
の
数
十
重
め
り
。
二
は
之
ご
略
ぼ
同
一
な
る
が
其

の
一
端
の
小
孔
の
周
團
が
開
き
て
圓
錐
形
を
な
せ
る
も
の

三
は
孔
が
中
央
に
垂
直
に
通
趣
る
式
に
し
て
僅
に
一
個
な

’
9
Q

（
二
）
薩
刀
　
三
ロ
共
に
一
部
に
敏
損
め
る
も
、
鞘
柄
の
木

片
身
に
密
着
せ
る
爲
比
較
的
腐
蝕
少
く
、
全
形
を
見
る
を

得
べ
し
Q
液
刀
”
最
も
長
く
し
て
、
現
存
の
総
長
四
尺

二
寸
、
刃
渡
り
登
寸
四
分
あ
）
、
董
の
一
部
分
を
敏
損
せ

b
o
直
刀
C
は
三
片
こ
な
れ
る
が
略
ぼ
全
形
を
存
す
○
身

第
二
號
　
　
　
一
三
一
　
（
三
一
七
）



　
　
　
第
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
宜
崎
懸
西
部
娠
古
墳
調
査
報
告

の
長
三
尺
、
刃
渡
一
寸
五
分
、
背
の
厚
二
分
五
厘
あ
り
、

鞘
の
木
片
全
島
仁
約
五
厘
内
外
附
着
す
。
柄
部
は
董
の
長

四
寸
入
分
あ
り
て
員
釘
孔
に
二
欄
を
有
し
、
頭
の
部
分
二

寸
一
分
蔦
漆
作
り
か
ざ
思
は
る
、
柄
の
落
の
一
部
を
獲
存

す
○
、
而
し
て
何
れ
も
形
式
は
普
通
の
倉
造
に
し
て
、
横
断

面
丸
形
を
呈
し
、
其
の
鋒
先
孤
線
を
な
す
G

（
ホ
）
様
子
　
殆
ざ
同
形
な
り
。
｝
は
破
損
し
て
二
片
こ
な

る
○
総
長
五
寸
内
外
、
刃
渡
り
入
分
あ
り
。
鋒
先
の
形
式

は
腐
蝕
し
て
明
な
ら
ざ
る
が
、
穂
直
線
に
迂
き
形
を
な
せ

る
も
の
、
如
し
。

（
へ
）
鐡
鎌
　
細
見
の
鎌
は
之
を
分
ち
て
先
づ
大
小
の
二
類

こ
な
す
べ
く
、
大
部
分
は
小
形
に
し
て
大
形
は
数
個
の
み

破
損
腐
蝕
甚
し
く
、
完
形
を
存
す
る
も
の
少
き
が
更
に

、
詳
細
に
之
・
ゲ
験
す
れ
ば
第
四
圖
（
A
）
に
示
す
が
如
き
七
種

に
分
つ
べ
し
。
中
に
就
い
て
最
も
多
数
を
占
む
る
は
（
a
）

の
形
式
．
に
て
、
箆
代
完
全
な
る
は
三
寸
五
分
あ
り
。
（
¢
）

は
二
個
、
（
f
）
、
（
g
）
各
一
個
を
存
す
る
げ
み
。

第
二
號
　
　
一
三
二
　
（
三
一
八
）
、

へ
四
）
聖
書
の
結
果

上
來
記
述
せ
る
遺
物
の
巌
窟
状
態
及
び
其
の
種
類
「
形
式
を

通
親
し
て
、
吾
人
の
先
づ
戚
で
る
は
、
虚
器
の
全
く
存
在

せ
ざ
り
し
ご
、
遺
骸
埋
葬
の
位
畳
が
中
央
よ
り
甚
だ
し
く

偏
し
π
る
事
な
り
。
而
し
て
更
に
此
の
墳
墓
が
封
土
に
比

し
て
構
造
の
内
容
の
頗
る
簡
軍
な
る
事
書
を
墨
ぐ
べ
し
。

是
等
は
古
墳
の
性
質
、
年
代
を
考
ふ
る
上
に
注
意
す
べ
き

瓢
な
b
こ
す
。

　
土
器
は
西
都
原
古
墳
群
に
於
い
て
は
、
了
簡
調
査
せ
る

古
㎞
墳
に
徴
す
る
に
、
東
南
部
方
方
面
の
大
形
の
墳
墓
及
び

そ
の
附
近
よ
り
は
出
土
せ
る
も
、
北
部
に
於
い
て
は
殆
ん

ご
其
の
存
在
を
下
す
。
是
は
両
者
の
内
容
の
著
し
き
差
異

の
一
こ
も
認
む
べ
く
、
從
て
其
の
螢
造
の
年
代
に
就
い
て

も
相
違
を
示
せ
る
な
る
や
知
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

　
構
造
の
内
容
の
粛
軍
な
る
麗
質
は
、
一
見
内
部
の
構
造

の
赴
麗
を
極
め
把
る
時
代
に
先
て
る
大
土
工
的
墳
墓
、
讐
造

の
時
代
に
厨
す
る
に
非
ざ
る
か
を
想
像
せ
し
む
る
へ
詳
細

、

．



に
登
見
の
遺
物
を
瞼
し
埋
没
の
歌
態
を
見
る
に
、
吾
人
が

確
認
せ
る
多
く
の
大
土
工
的
墳
墓
の
形
式
ご
頗
る
異
な
る

も
の
あ
り
、
殊
に
鏡
の
製
作
の
手
法
よ
り
せ
ば
、
寧
ろ
早

鐘
螢
造
時
代
の
衰
頽
期
に
走
れ
る
も
の
こ
解
す
る
の
旧
恩

な
る
を
思
ふ
Q
即
ち
西
郡
原
古
墳
群
に
於
い
て
封
比
を
求

め
ん
か
、
吾
人
は
是
を
メ
サ
ヲ
塚
、
オ
サ
ヲ
塚
に
先
だ
て

る
形
式
ご
認
む
る
よ
り
も
、
寧
ろ
鬼
之
窟
古
墳
以
後
の
時

代
に
参
す
る
、
此
の
附
近
に
多
き
小
鼠
塚
ご
同
時
代
の
も

の
に
し
て
、
外
形
の
み
奮
形
を
存
し
て
掴
ま
れ
し
も
の
な

る
を
信
せ
ん
こ
す
。
セ
や
此
の
古
墳
に
於
い
て
は
前
述
の

如
く
年
代
の
考
定
上
最
も
準
櫨
こ
な
す
べ
き
土
器
類
も
登

見
せ
す
、
且
つ
西
都
原
古
墳
群
の
調
査
の
事
業
未
だ
完
か

ら
ざ
る
を
以
て
、
此
の
推
定
の
可
否
を
一
三
確
實
に
な
す

能
は
ざ
る
は
吾
人
の
遺
憾
こ
す
る
所
な
り
。

　
　
　
　
　
　
番
外
A
唱
導

　
本
古
墳
は
西
都
原
東
部
の
壷
地
端
に
近
く
設
け
ら
れ
π

る
圖
形
古
墳
に
し
て
、
鬼
事
窟
古
墳
の
東
南
約
百
五
十
聞

第
ご
懸
　
　
雑
　
纂
　
　
霞
目
懲
葭
都
原
古
墳
調
査
報
告

に
塗
り
、
妻
町
よ
り
御
陵
墓
参
考
地
に
通
す
る
道
踏
ご
ふ

西
都
原
壷
地
の
東
部
を
東
北
に
貫
通
せ
る
新
道
こ
の
交
叉

黙
の
西
北
に
位
す
。
墳
は
基
底
直
裡
約
十
間
、
高
十
尺
め

り
、
上
部
稽
季
坦
に
し
て
、
其
の
上
に
古
木
の
切
株
二
三

を
存
す
る
の
み
に
て
外
部
に
は
…
翁
草
繁
茂
し
た
り
Q
（
第
萱

圃
塗
照
）

　
吾
人
は
一
月
七
H
九
人
の
人
夫
を
以
て
、
先
づ
古
墳
り

頂
上
に
略
東
西
九
尺
、
南
北
十
一
尺
の
一
連
を
劃
し
て
表

士
を
除
き
漁
る
が
葺
石
の
存
在
を
認
め
す
。
漸
次
此
の
部

の
登
掘
を
進
め
だ
る
に
、
土
質
は
主
に
黒
色
に
し
て
往
々

黄
色
の
土
を
混
じ
輕
懸
に
し
て
登
掘
頗
る
容
易
な
り
。
表

面
よ
り
約
四
尺
に
し
て
、
穴
の
南
部
に
偏
し
て
外
資
土
器

の
破
片
三
個
を
得
π
り
Q
即
ち
此
の
部
分
を
精
査
し
つ
、

登
掘
を
績
け
仁
る
が
、
土
壌
は
上
部
ご
同
じ
く
降
臨
に
黄

土
を
混
じ
て
擾
観
せ
ら
れ
把
る
形
跡
あ
夢
、
深
六
尺
に
及

べ
る
も
毬
に
他
に
遺
物
を
幾
見
せ
す
、
嘗
て
早
堀
せ
ら
れ

還
る
も
の
こ
認
め
π
る
を
以
て
工
事
を
止
め
た
り
。

第
二
號
　
ご
三
二
（
三
一
九
）



第
ご
巻
　
　
難
　
纂
　
　
宮
崎
縣
両
都
原
吉
墳
調
査
報
皆

け
だ
し
登
堀
の
際
破

棄
せ
ら
れ
て
混
入
す

る
に
至
り
し
も
の
な
．

ら
鞭
。

　
　
番
外
8
言
言
・

　
本
古
墳
は
西
都
原

の
東
南
部
第
2
3
號
塚

の
東
方
面
心
の
端
に

設
け
た
る
小
菊
形
古

墳
に
し
て
九
墓
詣
の

直
穫
約
八
尋
、
高
僅

に
一
間
（
但
し
墓
底

の
東
部
は
傾
斜
せ
る

　
登
見
の
土
器
は
何
れ
も
破
片
の
一
小
部
分
に
し
て
、
一

は
茶
杯
の
身
の
一
部
分
に
湿
り
、
他
の
二
面
は
大
形
の
壼

の
一
部
分
ご
畳
し
く
内
部
に
渦
紋
を
有
し
た
り
。
是
等
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
A
船
廉
愚
見
鐵
蹴
の
形
式

第
二
號
　
ご
二
四
（
三
二
〇
）

雰
す
ん
ば
往
々
其
の
存
在
を
看
過
す
る
に
至
る
べ
し
。

　
吾
人
は
一
月
七
日
午
后
罪
名
の
人
夫
を
役
し
て
、
頂
上

に
方
二
間
の
随
劃
を
設
け
て
登
掘
を
試
み
把
る
が
、
表
土

　
　
　
（
B
）
壕
発
見
土
器
の
形
式

偽
（
冴

　
　
コ

・
（
）
三
日
日
日
”

重
く
μ
］
り

◇
『
u
彗

，
（
鯉

3

．
』
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

を
以
て
此
の
部
分
は
少
し
く
高
さ
を
増
せ
り
）
、
外
部
は
　
す
、
，
或
は
南
方
に
偏
し
て
埋
葬
さ
れ
し
に
誹
ざ
る
や
ご

深
く
難
木
に
被
は
れ
陀
る
を
以
て
、
赫
に
注
意
を
彿
ふ
に
　
思
考
し
て
、
更
に
二
尺
鯨
南
方
に
侍
り
嬢
げ
犯
る
も
亦
π

　
に
は
曹
耳
石
な
く
、
把
い

　
西
北
隅
に
於
て
地
下
約

　
一
尺
内
外
に
声
遣
の
素

第
焼
土
器
の
破
片
を
登
見

　
せ
り
○
こ
れ
よ
b
全
膿

璽
に
沖
王
思
を
加
へ
登
堀
せ

巨　
る
に
、
黒
色
の
土
質
を

　
見
る
の
み
に
し
て
π
や

圃
深
約
五
尺
に
し
て
漸
く

　
黄
色
の
土
の
混
在
せ
る

遣
を
認
め
た
り
。
か
く
て

　
叢
底
部
に
蓮
せ
る
が
遂

　
に
遺
物
の
存
在
夕
認
め

　
　
　
　
幽
ニ
　
　
ー



σ

何
等
の
登
見
物
な
く
、
乃
ち
登
掘
を
申
止
し
論
り
。

　
此
の
登
見
の
土
器
は
何
れ
も
破
指
せ
る
を
以
て
、
其
の

原
形
の
如
何
な
る
も
の
な
る
か
を
　
々
明
白
に
な
し
難
き

も
、
破
片
の
形
状
よ
り
推
す
に
、
多
く
は
盤
、
鉢
、
高
湿

に
し
て
「
壼
の
類
は
存
せ
ざ
り
し
が
如
し
○
盤
、
皿
の
類

は
数
種
あ
り
、
其
の
各
の
縁
部
の
形
式
第
四
圖
（
1
3
）
に
示

す
が
如
し
Q
大
さ
は
明
な
ら
ざ
る
も
破
片
を
接
合
し
て
考

ふ
る
に
比
較
的
大
形
に
し
て
径
一
尺
内
外
の
も
の
多
く
、

盤
の
最
大
な
る
は
穫
一
尺
五
寸
に
上
れ
り
。
鉢
の
底
の
部

分
ご
認
め
ら
る
～
も
の
に
は
穫
五
寸
八
分
の
四
周
の
映
宿

せ
る
水
愚
な
る
も
の
、
及
び
外
部
に
つ
ま
み
に
類
似
せ
る

圓
形
小
突
起
を
有
す
る
あ
り
。
ま
だ
鉢
の
側
面
ご
思
は
る

、
部
分
に
は
周
劃
を
附
し
て
内
部
に
波
朕
、
由
形
朕
の
文

様
を
現
せ
る
あ
り
、
手
法
所
謂
彌
生
式
土
器
に
類
似
せ
る

を
見
る
。
高
恩
は
穫
照
せ
る
部
分
脚
多
き
が
何
れ
も
大
形

に
し
て
、
透
し
な
く
之
に
代
ふ
る
に
一
段
若
く
は
二
段
に

学
課
を
有
し
、
形
状
古
墳
意
見
の
普
通
の
愚
筆
ご
異
な
り

　
　
　
第
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
當
崎
縣
西
都
原
古
墳
調
資
報
告

越
前
國
阪
井
雷
魚
郷
村
宇
河
和
田
の
＝
糠
の
遣
蹟
よ
り
登

見
す
る
彌
生
式
類
似
の
土
器
ご
同
系
統
な
り
。
而
し
て
是

等
の
土
器
は
何
れ
も
素
焼
な
る
が
、
共
の
手
法
を
詳
細
に

駿
す
れ
ば
三
種
め
り
。
．
一
は
鞘
厚
手
の
緻
密
に
し
て
表
面

滑
な
る
も
の
、
高
下
は
凡
て
之
に
指
せ
り
〇
二
は
一
見
埴

輪
圓
筒
に
類
似
し
粗
質
な
る
も
の
、
前
蓮
の
大
な
る
盤
は

此
の
形
式
な
り
。
第
三
は
両
者
の
中
間
に
慣
せ
る
質
を
有

し
褐
灰
色
に
し
て
野
毛
に
、
其
の
寺
物
に
は
刷
毛
自
あ
り

ま
た
前
蓮
の
如
く
文
標
を
有
す
◎
皿
、
鉢
の
類
皆
此
の
手

法
な
り
。
是
等
の
土
…
器
は
形
状
よ
り
見
れ
ば
上
池
の
如
く

幾
分
彌
生
式
に
類
似
せ
る
黙
…
あ
る
も
、
手
法
よ
り
す
れ
ば

古
墳
時
代
の
土
器
に
後
る
、
も
の
た
る
疑
を
容
れ
す
。
其

の
種
類
が
盤
、
高
論
等
に
限
ら
れ
把
る
は
祭
器
に
使
用
せ

ら
れ
し
も
の
な
る
を
示
せ
り
Q

　
さ
て
此
の
古
墳
は
猛
ハ
の
内
部
擾
働
さ
れ
に
る
形
跡
を
認

め
ざ
b
し
も
何
等
遺
物
を
臓
せ
す
、
表
面
近
く
か
Y
る
土

器
類
を
露
見
し
π
る
は
特
殊
の
事
實
ご
云
ふ
べ
し
Q
大
正

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
．
　
ご
二
五
　
（
三
二
一
）

　
　
　
　
　
　
㌦



”

第
二
巻
　
雑
纂
　
元
國
書
官
彫

三
年
八
月
此
の
古
墳
群
の
登
堀
調
査
の
際
第
十
五
號
塚
に

同
仁
の
例
あ
り
し
以
外
に
學
界
の
注
意
を
惹
か
す
。
其
の

何
故
然
る
や
は
今
俄
に
決
お
難
ぎ
も
、
吾
人
更
に
調
査
を

進
む
る
に
從
ひ
て
之
を
朋
に
な
す
を
得
ん
か
。
（
梅
原
記
）

　
　
　
　
元
國
書
官
印

　
　
　
　
　
　
妙
齢
士
　
　
石
濱
純
太
郎

　
羅
叔
言
氏
の
近
著
，
晴
唐
以
來
官
印
集
存
」
の
中
に
、
元

の
國
書
バ
ク
．
ハ
文
字
の
官
印
を
著
録
す
る
も
の
、
凡
て
十

三
め
る
。
其
交
を
見
る
に
、
断
書
を
用
み
て
あ
る
が
、
凡

て
漢
字
の
音
諜
で
め
つ
て
、
風
語
を
用
み
て
居
無
い
。
幸

ひ
背
面
に
漢
字
文
が
刻
し
て
あ
る
か
ら
、
容
易
に
封
照
す

る
事
が
出
理
る
。
そ
れ
に
糠
っ
て
私
は
叢
に
之
を
讃
ま
う

ご
思
ふ
が
、
分
ら
な
い
所
が
多
い
か
ら
、
大
方
の
敷
を
請

ふ
次
第
で
あ
る
。

　
元
の
所
書
を
羅
馬
字
で
寓
す
に
曾
て
は
、
未
だ
一
定
の

方
法
も
無
い
様
で
あ
る
し
、
叉
聯
か
自
分
の
考
へ
も
あ
る

第
　
二
　
號
　
　
　
　
コ
一
山
ハ
　
（
ご
　
二
二
）

か
ら
、
厚
顔
し
い
が
自
分
勝
手
の
方
法
を
用
ゐ
把
。
便
宜

の
辛
め
に
、
印
に
は
官
印
集
存
の
排
列
の
順
序
に
從
っ
て

一
々
番
號
を
附
し
て
置
く
。
行
は
原
文
の
左
方
か
ら
の
次

第
に
從
っ
て
み
る
。
漢
字
断
郊
は
羅
氏
の
著
録
せ
ら
れ
た

背
　
文
に
櫨
っ
て
、
其
闘
卜
し
て
み
る
所
は
（
　
）
を
以
て

補
ひ
、
背
刻
に
は
無
い
が
選
書
に
め
る
所
の
字
は
〔
　
〕
を

以
て
増
し
て
澱
く
Q
背
山
の
無
い
の
は
私
の
當
て
沈
も
の

で
あ
る
〇

照
準
封
ハ

　
一
　
⑤
副
〔
す
藍
建

　
二
　
磐
ω
1
．
謬
銘

　
三
　
之
實

　
て
の
奇
型
な
三
墨
字
の
印
は
既
に
羅
氏
の
准
陰
金
石
僅

存
録
の
補
遣
に
著
録
さ
れ
て
ゐ
花
が
、
今
度
説
明
し
て
ゐ

ら
れ
る
様
に
中
央
行
は
西
藏
の
梵
字
で
め
つ
て
吉
鮮
の
語

で
あ
る
。
だ
か
ら
此
の
印
の
護
み
方
は
中
央
は
別
で
あ
っ

・
た
、
左
方
第
一
行
の
國
書
に
第
三
行
の
之
寳
の
漢
字
を
添


